【団体名】　安城市立志貴小学校
【事業名】　志貴小梨園作り

【実施期間】平成２８年９月１０日～平成２９年２月２８日

【実施内容】

１　梨をたくさん作るためはにどうすればよいのかな

　　本校では、３年生が「総合的な学習の時間」で地域の梨栽培の秘密を追究している。昨年度、梨園ができて梨の木が４本になったことで、将来の収穫への思いも膨らんできた。

５月に橋目町の梨農家の猪飼さんの梨園へ行き、摘果作業を行った。その際、梨の木がY字に曲げてあることに気付き、その理由について調べることにした。

９月に入って猪飼さんに取材を行い、本校の梨の木も、梨棚を作って木の枝をY字にする必要があることを知り、猪飼さんと一緒に作ることにした。猪飼さんに、ＪＡあいち中央梨部会青年部の方を紹介していただき、１１月下旬に棚作りを実施する計画を立てた。
２　シャキシャキ梨園に棚を作ろう

　　１１月３０日、ＪＡの方に来ていただき本校の梨園にて、「梨棚作り大作戦」を行った。重量のある鉄骨を組み立てたりワイヤーを張ったりする作業があり、子どもの手では難しいことが多かった。そこで、ＪＡの方の作業の様子を３年生全員で見学させていただき、棚作りについて学んだ。作業の途中で、児童も鉄骨を運ぶなどの作業を一人ずつ体験した。また、本校職員も鉄骨を立てる作業等を行った。とても力のいる仕事であることが分かり、梨栽培の大変さを感じる機会となった。

　　梨棚作りは予想以上に時間がかかり、４時過ぎまで作業が続いたが、ＪＡ職員や猪飼さんの尽力によって棚を完成させることができた。完成式では、寒い中本校の梨園のために作業をしてくださったことに、児童から感謝の気持ちを伝えた。

２月８日には、苗の周りに堆肥を撒き、苗木の土の手入れを行った。その後さらに肥料を何度か撒き、梨園を整備した
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３　完成した梨棚のことをみんなに知らせよう

　　梨棚ができたことを全校や地域の方に知ってもらおう　と、「梨だより」を作って配布することにした。たよりには児童のアイデアを生かし、これまでの梨栽培の体験や植樹の時の様子を記事にすることにした。活動の写真なども取り込んで作成することができた。
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【成果・課題】

梨棚ができ、未来の梨園での収穫が現実に近づいたことを感じながら学習を進めることができた。梨棚作りを通して、総合学習での学びを広げられたこと、また、地域の梨農家の方やＪＡの方とのかかわりを深められたことは成果である。今後も、長期的な見通しをもって梨農家の方の助言を受けながら梨の木を育てていきたい。棚の枠が完成したので、今後は棚を覆う防虫用の網の設置についても、次年度以降取り組んでいきたい。
　いかいさんは昔からなしを大切にしていることがわかりました。そして、多くの人になしを食べてほしいという思いがあることがわかりました。ぼくの学校にもなしだなができました。いかいさんがいっしょに作ってくださったものです。なしだなとなしをこれからもぼくたちの手で大切にしていきたいです。　　（児童の声より）























